


第　一　問　次の１～４の問いに答えなさい。

１　健太さんは、壁に固定されている平らな鏡を使って、鏡に像がうつるようすを観察しました。次
の⑴～⑶の問いに答えなさい。

⑴　鏡に物体の像がうつって見えるのは、物体から出た光が鏡ではね返り、目に届くためです。こ
のように、光が鏡ではね返る現象を何というか、最も適切なものを、次のア～エから１つ選び、
記号で答えなさい。
ア　光の直進	 イ　光の透過	 ウ　光の屈折	 エ　光の反射

⑵　図１は、光源装置から出た光が鏡ではね返るようす
を、真上から見たものです。図１の矢印（ ）は、
光の道すじと向きを示しています。光源装置から出
た光の入射角を、図１のア～エから１つ選び、記号
で答えなさい。

⑶　健太さんは、自分より後ろ側の、どの位置に立っ
ている友人の像が鏡にうつって見えるかを調べまし
た。図２は、このようすを真上から見たときの、健
太さんと鏡の位置、３人の友人が立っている位置Ａ
～Ｃを、模式的に表したものです。健太さんには、
どの位置に立っている友人の像が鏡にうつって見え
るか、最も適切なものを、次のア～エから１つ選び、
記号で答えなさい。ただし、図２の矢印（ ）は、
鏡の端から健太さんに届く光の道すじと向きを示し
ています。また、鏡は友人の像がうつる十分な高さ
があるものとします。
ア　ＡとＢ	 イ　ＢとＣ	 ウ　ＡとＣ	 エ　ＡとＢとＣ
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２　図３は、ある学校で見られた４種類の植物を観察し、スケッチしたもの
です。次の⑴～⑶の問いに答えなさい。

⑴　イチョウのように、胚珠がむき出しになっているつくりをもつ植物を
何というか、答えなさい。

⑵　イヌワラビの特徴を述べたものとして、最も適切なものを、次のア～
エから１つ選び、記号で答えなさい。
ア　主根と側根がある。　　　　　　　　　　イ　地下茎がある。
ウ　雌株と雄株がある。　　　　　　　　　　エ　花に花弁がある。

⑶　図４は、観察した植物を、ある共通点をもとにして分
類したものです。 a に入る語句として、最も適切
なものを、次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。
ア　胞子　　　イ　種子　　　ウ　果実　　　エ　花粉

３　金属と水溶液の反応について調べた実験について、あとの⑴～⑶の問いに答えなさい。

〔 実験 〕
１　亜鉛、マグネシウムの２種類の金属片と、硫酸亜鉛水溶液、硫酸マグネシウム水溶液、	
硫酸銅水溶液の３種類の水溶液を用意した。

２　紙に金属片と水溶液を入れる場所を示した表をか
き、表の上にマイクロプレートを置いた。

３　図５のように、２の表に合わせてマイクロプレート
のそれぞれの穴に金属片と金属片がひたる量の水溶液
を入れて、金属片の表面のようすを観察し、結果を表
１にまとめた。
表１

⑴　硫酸亜鉛は、水にとけて陽イオンと陰イオンに分かれる物質です。硫酸亜鉛のように、水にと
けて陽イオンと陰イオンに分かれる物質を、次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。
ア　酸素	 イ　ショ糖	 ウ　エタノール	 エ　水酸化ナトリウム

⑵　表１の下線部①のように、マグネシウムの金属片と硫酸亜鉛水溶液の反応では、マグネシウム
の金属片に灰色の固体が付着しました。このとき水溶液中の亜鉛イオンに起こったことを述べた
ものとして、最も適切なものを、次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。
ア　亜鉛イオンが電子を２個失った。	 イ　亜鉛イオンが電子を２個受けとった。
ウ　亜鉛イオンが陽子を２個失った。	 エ　亜鉛イオンが陽子を２個受けとった。

⑶　新たに用意した銅の金属片を、硫酸亜鉛水溶液に入れたときに観察されるようすを述べたもの
として、最も適切なものを、次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。
ア　銅の金属片の表面に灰色の固体が付着する。　　　イ　硫酸亜鉛水溶液の色が青くなる。
ウ　銅の金属片の表面に赤色の固体が付着する。　　　エ　変化が見られない。

サクライチョウ

イヌワラビ ゼニゴケ

胚珠

イチョウ
サクラ

イヌワラビ
ゼニゴケ

ａ をつくらないａ をつくる

図４

図３

マイクロプレート

図５
硫酸亜鉛
水溶液

硫酸マグ
ネシウム
水溶液

硫酸銅
水溶液

亜鉛

マグネ
シウム

硫酸亜鉛水溶液 硫酸マグネシウム水溶液 硫酸銅水溶液
亜鉛 変化が見られなかった 変化が見られなかった 赤色の固体が付着した

マグネシウム ①灰色の固体が付着した 変化が見られなかった 赤色の固体が付着した
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４　明日香さんは、発生した地震ごとに、ゆれの大きさやゆれが観測される範囲に違いがあることに
疑問をもち、震央が神奈川県内であった地震について調べ、表２にまとめました。あとの⑴～⑶の
問いに答えなさい。
　表２

⑴　地震によるゆれのうち、Ｐ波が伝えるゆれを何というか、答えなさい。

⑵　表２からわかることについて述べた次の文章の内容が正しくなるように、①のア、イ、②のウ、
エからそれぞれ１つ選び、記号で答えなさい。

震源の深さが同じ地震では、マグニチュードの値が大きい地震のほうが、ゆれが観測され
る範囲は①（ア　広い　イ　せまい）。マグニチュードの値が同じ地震では、震源が深いほう
が、最大震度が②（ウ　大きい　エ　小さい）。

⑶　明日香さんは、地震がプレートの境界付近で起こりやすいことを知り、調べを進める中で、図
６と図７を見つけました。図６は、太平洋を囲む地域のプレートの境界を太い線（ ）で表し
たものです。図７は、2007年から2023年の間に発生した地震の震央の位置を丸（（　　））で表した
ものです。このように、プレートの境界に沿って地震が多く発生する理由を、簡潔に述べなさい。

　　図６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図７

地震の発生日 2007年10月１日 2021年11月27日 2023年１月29日
震源の深さ 13km 13km 144km
マグニチュード 4.9 3.3 4.9
最大震度 ５強 ２ ３

震度の分布
震央の位置

震央 震央震央震央 震央震央震央 震央震央

（「アメリカ地質調査所のデータ」より作成）

（「アメリカ地質調査所のデータ」より作成）

（注）　は、震源が 13kmより深く、マグニチュード
     の値が 4.9 以上の地震の震央を表している。

（「気象庁ホームページ」より作成）
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第　二　問　炭酸水素ナトリウムと塩化ナトリウムを加熱したときの変化を調べた実験Ⅰと、炭酸水素
ナトリウムと塩化ナトリウムが混合された入浴剤の成分の割合を調べた実験Ⅱについて、あとの１～
５の問いに答えなさい。

〔 実験Ⅰ 〕
１　かわいた試験管Ａ～Ｄを用意し、試験管Ａ、Ｂには炭酸水素
ナトリウムを１ｇずつ入れ、試験管Ｃ、Ｄには塩化ナトリウム
を１ｇずつ入れた。

２　図のような装置で、試験管Ａを十分に加熱し、試験管の中の	
ようすと石灰水の変化を観察した。次に、試験管Ａを試験管Ｃ 
にかえ、同様の操作を行った。観察した結果を表１にまとめた。

３　装置から取りはずした試験管Ａ、Ｃと、試験管Ｂ、Ｄに、水を５cm3ずつ入れ、それぞれの
試験管にフェノールフタレイン溶液を加えたときの色の変化を観察し、表２にまとめた。

　表１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 表２

〔 実験Ⅱ 〕 蒸発皿Ｅ～Ｇを用意し、蒸発皿Ｅには炭酸水
素ナトリウム1.68ｇ、蒸発皿Ｆには塩化ナトリウム1.68ｇ、
蒸発皿Ｇには炭酸水素ナトリウムと塩化ナトリウムが混
合された入浴剤5.00ｇを入れ、それぞれ十分に加熱した。
加熱後の蒸発皿Ｅ～Ｇ内の物質の質量をはかり、加熱前
の物質の質量とともに表３にまとめた。

１　実験Ⅰの２で、図のように試験管の口を下に傾けて加熱する理由を述べたものとして、最も適切
なものを、次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。
ア　試験管に入れた物質と空気をふれやすくして、気体を発生しやすくするため。
イ　発生した気体が、他の物質と反応しないようにするため。
ウ　発生した液体が、試験管の底へ流れて試験管が割れないようにするため。
エ　石灰水が、ガラス管とゴム管を通って試験管に逆流しないようにするため。

２　実験Ⅰの表１で、試験管Ａの口に見られた無色の液体が、水であることを確認するために用いる
ものとして、最も適切なものを、次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。
ア　青色リトマス紙　　イ　塩化コバルト紙　　ウ　ベネジクト液　　　エ　ＢＴＢ溶液

３　実験Ⅰの表１で、試験管Ａを加熱したときに石灰水を白くにごらせた物質と同じ物質を発生させ
る方法として、最も適切なものを、次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。
ア　貝がらにうすい塩酸を加える。　　　　　　イ　二酸化マンガンにオキシドールを加える。
ウ　スチールウールにうすい塩酸を加える。　　エ　アンモニア水を加熱する。

４　実験Ⅰの表２で、試験管Ａの水溶液のpHの値をａ、試験管Ｂの水溶液のpHの値をｂ、試験管Ｃ
の水溶液のpHの値をｃとします。これらのpHの値の大きさの関係を不等号を用いて表したものと
して、最も適切なものを、次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。
ア　ａ ＜	ｂ	＜	ｃ　　		イ　ｃ	＜	ｂ	＜	ａ　　		ウ　ｃ	＜	ａ	＜	ｂ　　		エ　ａ	＜	ｃ	＜	ｂ

５　実験Ⅱで使用した入浴剤5.00ｇに対する、入浴剤にふくまれていた塩化ナトリウムの質量の割合
は何％か、求めなさい。

炭酸水素ナトリウム
試験管Ａ

ガラス管
ゴム管

石灰水

図

表３

試験管の中のようす 石灰水の変化
試験管Ａ 試験管の口に無色の液体が見られた 白くにごった
試験管Ｃ 変化が見られなかった 変化しなかった

試験管Ａ 濃い赤色になった
試験管Ｂ うすい赤色になった
試験管Ｃ 変化しなかった
試験管Ｄ 変化しなかった

蒸発皿Ｅ 蒸発皿Ｆ蒸発皿Ｇ
加熱前の物質
の質量［ｇ］ 1.68 1.68 5.00

加熱後の物質
の質量［ｇ］ 1.06 1.68 3.45
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第　三　問　表は、寒冷前線が宮城県を通過した
日に、宮城県内のある地点Ａ～Ｃで観測された、
午前３時から正午までの気象データをまとめた
ものです。図１は、同じ日の午前３時の日本付
近の天気図の一部、図２は、同じ日の正午の日
本付近の天気図の一部です。次の１～５の問い
に答えなさい。

１　表の地点Ａにおける、午前３時の天気はく
もりで風力は４でした。地点Ａにおける午前
３時の天気、風力、風向を表す天気図の記号
を、解答用紙の図にかき入れなさい。

２　表から、寒冷前線が地点Ａを通過
したと考えられる時間帯として、最
も適切なものを、次のア～エから１
つ選び、記号で答えなさい。
ア　午前５時から午前６時の間
イ　午前７時から午前８時の間
ウ　午前９時から午前10時の間
エ　午前11時から正午の間

３　図３に示すｘ～ｚは、表の気象デ	
ータを観測した地点Ａ～Ｃのいずれ
かを表しています。図３のｘ～ｚに
対応する地点の組み合わせとして、最も適切なものを、次のア～エから
１つ選び、記号で答えなさい。
ア　ｘ	－	地点Ｂ　　ｙ －	地点Ａ　　ｚ	－	地点Ｃ
イ　ｘ	－	地点Ｃ　　ｙ	－	地点Ａ　　ｚ	－	地点Ｂ
ウ　ｘ	－	地点Ａ　　ｙ	－	地点Ｃ　　ｚ	－	地点Ｂ
エ　ｘ	－	地点Ｂ　　ｙ	－	地点Ｃ　　ｚ	－	地点Ａ

４　図１の天気図中に示した線Ｐ－Ｑに沿った断面での、前線面付近の気団の動きを矢印（ ）で模
式的に表したものとして、最も適切なものを、次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。
ア   イ  ウ  エ

５　図２の天気図では、寒冷前線が温暖前線に追いついて閉そく前線ができ
ています。図４は、図２に示した線Ｒ Ｓに沿った断面を模式的に表した
ものです。図４のような断面となる理由を、前線面をつくる気団の寒暖の
違いにふれながら、簡潔に述べなさい。

図１ 図２

表 （気温［℃］）

（「気象庁ホームページ」より作成）

地点Ａ 地点Ｂ 地点Ｃ
時 気温 風向 気温 風向 気温 風向
３時 17.5 南 19.7 南南西 18.1 南
４時 17.5 南 18.3 南南西 18.3 南南東
５時 17.4 南南西 16.9 西南西 18.4 南
６時 17.0 南南西 15.7 北 16.9 南
７時 16.9 南 15.6 西北西 16.8 南南東
８時 17.0 南南東 16.1 北北西 17.3 南南西
９時 17.8 南 16.6 北北東 17.2 北西
10時 16.7 北北西 16.9 東北東 17.0 北北西
11時 16.6 北 17.3 南 17.5 北北西
正午 17.2 北北東 18.6 南東 18.4 北

（「気象庁ホームページ」より作成）

Ｐ

低

午前３時
Ｑ

（「気象庁ホームページ」より作成）

図２

Ｒ

低
Ｓ正午

ｙ

ｚ

ｘ

図３

Ｒ

前線面
前線面

Ｓ

図４

Ｐ ＱＰ Ｑ Ｐ Ｑ Ｐ Ｑ

前線面 前線面 前線面 前線面 前線面 前線面 前線面 前線面
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第　四　問　力のつり合いを調べた実験について、あとの１～４の問いに答えなさい。ただし、板とば
ねばかりの間にはたらく摩擦、糸の重さやのびは考えないものとします。また、ばねばかりは水平に
置いたときに０Ｎを示すように調整してあります。

〔 実験 〕
１　水平に置いた板に基準線を引いた。Ｐ点で糸ａ～ｃを結び、ばねばかりＡに糸ａ、ばねば
かりＢに糸ｂ、ばねばかりＣに糸ｃを取り付け、ばねばかりＡ～Ｃを水平になるように板の
上に置いて、装置を組み立てた。

２　図１のように、糸ｃを基準線に重ね、糸ａと
基準線のなす角の大きさをＸ、糸ｂと基準線の
なす角の大きさをＹとし、ＸとＹがそれぞれ30°、
ばねばかりＣが示す値が10Ｎになるように、ば
ねばかりＡ～Ｃを水平に引いて静止させた。こ
のとき、ばねばかりＡ、Ｂが示す値をそれぞれ
記録した。

３　ＸとＹをともに10°ずつ、40°から70°まで変化
させた。ＸとＹを変化させるたびに２と同様の
操作を行った。

４　２、３の結果を、表にまとめた。
　表

１　ばねばかりに使われているばねには、のばすともとの長さにもどろうとする力が生じます。この
ように、力によって変形した物体がもとにもどろうとして生じる力を何というか、答えなさい。

２　図２は、３でＸとＹがそれぞれ60°のときに、糸ａ、ｂがＰ点に加える力をそれぞれ力の矢印で
表したものです。２力の合力を、解答用紙の図に力の矢印で表しなさい。ただし、解答用紙の図の
１目盛りは５Ｎの力の大きさを表すものとします。

図１
ばねばかりＡ

糸ｃ
Ｘ

ばねばかりＣ 糸ａ

糸ｂ

ばねばかりＢ

板

基準線

Ｙ
Ｐ点

Ｘ、Ｙ 30° 40° 50° 60° 70°
ばねばかりＡの値［Ｎ］ 5.8 6.5 7.8 10.0 14.6
ばねばかりＢの値［Ｎ］ 5.8 6.5 7.8 10.0 14.6

図２

糸ａ

糸ｂ

糸ｃ 基準線

Ｐ点
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３　実験で、Ｐ点にはたらく力について述べたものとして、最も適切なものを、次のア～エから１つ
選び、記号で答えなさい。
ア　ＸとＹにかかわらず、Ｐ点にはたらく力の合力は10Ｎである。
イ　ＸとＹを大きくすると、Ｐ点にはたらく合力の大きさは大きくなる。
ウ　ＸとＹを大きくすると、糸ａがＰ点に加える力の基準線に平行な分力の大きさは小さくなる。
エ　ＸとＹを大きくしても、糸ｂがＰ点に加える力の基準線に平行な分力の大きさは一定である。

４　図３のように、１の装置を用いて、糸ｃを基準線に重ね、Ｘが90°、Ｙが30°、ばねばかりＡが示	
す値が10Ｎになるように、ばねばかりＡ～Ｃを水平に引いて静止させました。次に、糸ｃを基準線
に重ねたまま、ばねばかりＡが示す値とＸを変えないように、Ｙを30°から90°になるまでゆっく
りと変化させました。あとの⑴、⑵の問いに答えなさい。

⑴　Ｙを30°から90°になるまで変化させたときの、ばねばかりＢ、Ｃが示す値について述べた次の	
文の内容が正しくなるように、①のア、イ、②のウ、エからそれぞれ１つ選び、記号で答えなさ	
い。

ばねばかりＢが示す値は①（ア　大きく　イ　小さく）なり、Ｙが90°になったところで、	
ばねばかりＣが示す値は②（ウ　０Ｎ　エ　10Ｎ）になる。

⑵　ばねばかりＢが示す値が12.5Ｎのとき、ばねばかりＣが示す値は何Ｎになるか、求めなさい。

ばねばかりＡ

糸ｃ
Ｘ

ばねばかりＣ 糸ａ

糸ｂ

ばねばかりＢ

基準線
Ｙ

Ｐ点

板

図３
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第　五　問　信二さんは、水中の小さな生物について観察を行いました。観察されたようすについて調
べを進め、まとめを作成しました。あとの１～５の問いに答えなさい。

〔 観察 〕
１　近くの川でれきや砂を採集した。採集したれきや砂を	
水槽の底に入れ、くみ置きしておいた水道水を入れた。

２　水槽の水をとり、顕微鏡で観察したところ、図のよう
なケイソウ、ミジンコなどの小さな生物が見られた。ミ
ジンコの体内には、中の色が緑色に見える器官があった。

３　水槽を明るい場所に置き、１週間水槽内のようすを観
察し、観察されたようすを表にまとめた。

〔 まとめ 〕
・水槽の水が緑色ににごったのは、ケイソウなどの植物プ
ランクトンが増加したことによるものであることがわ
かった。

・水槽の底に見られた白っぽい小さな粒は、ミジンコが	
有性生殖を行い、産んだ受精卵であることがわかった。

・ミジンコの体内で緑色に見えた器官は腸であり、ミジン
コがケイソウなどの植物プランクトンを食べたため緑色
をしていたことがわかった。

１　顕微鏡の使い方として、最も適切なものを、次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。
ア　ピントを合わせる前に、対物レンズを最も高倍率のものにする。
イ　ピントを合わせる前に、接眼レンズをのぞきながら、プレパラートに対物レンズを近づける。
ウ　接眼レンズをのぞきながら、プレパラートから対物レンズを遠ざけてピントを合わせる。
エ　視野が暗いとき、明るくするには、接眼レンズを高倍率のものにかえる。

２　ミジンコのように、器官をもち、複数の細胞からなる生物を何というか、答えなさい。

３　下線部に関することを述べたものとして、最も適切なものを、次のア～エから１つ選び、記号で
答えなさい。
ア　生殖細胞の染色体の数は受精卵の半分である。		イ　精子は体細胞分裂によってつくられる。
ウ　受精卵は減数分裂によって細胞の数をふやす。		エ　精子の染色体の数は受精卵と同じである。

４　信二さんが作成したまとめから、ケイソウとミジンコの生態系における役割について述べた次の
文章の内容が正しくなるように、①のア、イ、②のウ、エからそれぞれ１つ選び、記号で答えなさ	
い。

ケイソウは光合成で有機物をつくる①（ア　分解者　イ　生産者）である。また、ミジンコは
ケイソウを食べて有機物を得る②（ウ　生産者　エ　消費者）である。

５　ある湖において、植物プランクトンが大量に発生して水がにごったため、生態系を考慮した上で、
ミジンコを食べる魚Ａを減らすことを目的に、魚Ａを食べる魚Ｂを湖に放流したところ、湖の透明
度が高くなりました。湖に魚Ｂを放流してから湖の透明度が高くなるまでの間に、魚Ａ、ミジンコ、
植物プランクトンの数量がどのように変化したかを、食物連鎖の関係をもとにして、簡潔に述べな
さい。

ケイソウ
（400倍で観察）

ミジンコ
（40倍で観察）

観察されたようす
２日目 水が緑色ににごった

３日目 水が緑色ににごったまま
だった

４日目 水の緑色のにごりがなく
なった

５日目 ミジンコが多く見られる
ようになった

６日目 水槽の底に白っぽい小さ
な粒が見られた

７日目 ミジンコが６日目より少
なくなった

表

図
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